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　研究協力者は、2017年度に α市立 β幼稚園の年長もみじ組（ 歳児16名）に在籍する 名



























































































　この日は、 児・ 児・ 児が大型積み木を積んで、 階建ての基地を作っていた。その
そばで、 児・ 児は、それぞれビー玉転がしのコースを作っていたが、作り終わると、






いく様子に、 児・ 児・ 児も様々な素材を見つけてきてつなげ、基地の中や壁、周りに
つのコースが出来てきた。また、 児「ねえ、 ちゃんやらせて。トンネル出たら階段だ」
児「ここどんなふうに転がるの」 児「あれっ、ここで落ちちゃうよ」 児「壁を作らな












































ろで一人自分のコースを作り始めた。 児・ 児も、 児が気になり様子を見ていた。保育
者は 児に「みんな待ってるよ」と声をかけたが、何も言わず一人で作り続けた。保育者「一
人でいいの」 児「うん」保育者「そうか、分かったよ」と見守ることにした。そんな 児
と保育者とのやりとりの様子を見て、 児・ 児・ 児・ 児も何も言わずそのまま遊び続
けた。 児は、一人で作りながらも、 児・ 児・ 児・ 児のコースを時々見に来て、気
にかかっている様子だった。
　そして、しばらくすると 児が「みんなのコースをもっとつなげてみようよ」と戻ってき








　　自分のしたいことができていく中で、 児・ 児・ 児の作ったコースが接近し、 児の
ビー玉が 児のゴールから 児のコースの中へ入って転がるという偶然の出来事からではあ










　　一方、怒る 児に対して 児・ 児は、 児と保育者のやりとりから 児の思いを知って
受け入れながら、この方が面白いことを伝える言葉をかけ、 児・ 児も今は 児をそっと








　　 児・ 児・ 児のコースをつなげることになり、 人個々の様子を気にかけている。保
育者は、 児が怒って抜けたとき、『 児は 児・ 児の声を聞いている』と同時に、『保育
者に怒った理由を言えている』と捉え、この場面を 児が自分で振り返る機会と考え、 児





　　 児・ 児・ 児のコースをつなげることを自分たちで合意し決めている。しかし、遊ん
でいく中で、 児は自分の思い通りにいかなくなり怒り遊びを抜けた。 児は、その理由を
保育者に伝えると、それを聞いていた 児・ 児が 児の思いを受けて自分の考えを 児に
伝えている。 児は、 児・ 児の考えを聞いてどうするのか、自分でしばらく考えた後、
児は、自分のアイディアを伝えながら 児・ 児のところへ戻っている。この遊びを一緒
に続けたいという 児の思いが表れている。
　　一方 児・ 児は、自分たちの面白いと思う考えが 児には嫌なことと感じていることを
知って、その面白さを知ってもらおうと 児に伝え、実際にやって見せ、この遊びをもっと
面白くしようとしている。





保育者に伝える。 児・ 児がそれを聞いていて、 児の思いを分かりながらも、こうする
ともっとこの遊びが面白くなるという思いをもって 児に伝えている。そして 児は、その
児・ 児の考えを聞いてどうするのか、自分で心を揺らしながら考える。
　　 児・ 児も、自分が言ったことに対して 児がどうするのかを伺っている。思いを伝え
合う中で 児・ 児・ 児も個々に心を揺らし葛藤している。
　　その結果、 児は戻ってくる。そのときの 児の言葉から、 児ももっと遊びを面白くし











あることが理解できる。 児・ 児・ 児は繰り返し遊んできたことで、個々で様々に気付
いたり発見したり予測したりしている。


































































































































































































































































































































































































































































⑷ Bonwell, C. C., & Eison, J. A. (1991) Active learning: Creating excitement in the classroom. ASHE-






























　本論文の執筆にあたり、第 章第 節を上村、第 節を嶋守、第 ・ 節を上村が執筆した。ま
た、第 章は上村と伊藤で、第 章は伊藤の観察に基づく見解を主としながら、 者間で協議を重
ねながら執筆した。最後に、第 章は、 者の協議を踏まえた上で、主に伊藤が執筆をした。
（受理日　2019年12月28日）
